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　大きな賛否を呼んだデジタル教科書が、いよいよ2030年度から正式な教科書として

導入されます。デジタル教科書をめぐっては二つの問題点があります。第一は、結論

ありきで導入が進んだこと、第二は、紙とデジタルのベストミックスの具体像が描け

ないことです。

　第一の問題点は、経緯をたどれば明らかです。文部科学省は、2016年の時点では、

「紙の教科書を主たる教材とし、デジタル教材を部分的に使う」という明快な方針を

示していました。同省が設けた有識者会議は、この方針に沿った報告書をまとめ　、

中央教育審議会もこの時期、学習指導要領改訂の答申に上記方針を明記しました　。

　この方針に基づき、「2030年の社会と子供たちの未来」を見据えたと謳った学習指

導要領（現行の学習指導要領）が、小中高校において2020年度以降、順次実施されて

いくことになっていました。

　ところが、この流れを一変させる出来事が起きます。2019年12月、当時の安倍政権

は「ＧＩＧＡスクール構想」を閣議決定し、補正予算約2300億円を計上します。翌2020

年にも約2300億円を追加する補正予算を成立させ、「ＧＩＧＡスクール」の予算は合計

約4600億円となります。

　国が無償配布する小中高校の紙の教科書の予算は毎年度約460億円ですから、紙の

教科書の10倍の国費が教育のデジタル化に一気に投下されたわけです。

　「ＧＩＧＡスクール」の予算のうち約3000億円はタブレットなど端末の費用でした。

グーグル、アップル、マイクロソフトなど米国巨大ＩＴ企業がにわかに活気づく一方、

教育界には動揺が広がりました 。紙の教科書中心を前提に「主体的・対話的で深い

学び」を打ち出した学習指導要領が学校現場でこれから実施されようという矢先に、

異質な政策が突如割り込んできたのですから教育界の動揺は当然でした。

　文科省は2020年、再び有識者会議を設け、デジタル教科書の検討をやり直します。

しかし、やり直しの会議に向けて文科省が示した五つの選択肢からは、「紙の教科書

を主たる教材とし、デジタルを部分的に使う」という既定の方針が除外されていまし

た。しかも、既定の方針を外した理由の説明はありませんでした 。

　そして文科省は2025年、五つの選択肢の中から、地域や学校ごとに紙かデジタルを

選択できる「選択制」を選び、それと同時に、紙とデジタルを組み合わせた「ハイブ

リッド教科書」を提示したのでした。以上の経緯に対し、複数の識者が「デジタルあ
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りきで導入が進んだ」と批判し 、文科省幹部も「巨額の予算がつき、教科書のデジ

タル化を進めるしかなかった」と自認しています 。

　検証を置き去りにして導入を進めた結果として、第二の問題点に関しては、正解を

見通せない状態に陥っています。紙とデジタルのベストミックスとはどのようなもの

か、誰も確信を持って具体像を描けないうえに、先行した外国においては、教育のデ

ジタル化それ自体の評価が揺らいでいます。

　フィンランドやノルウェーはＯＥＣＤの学習到達度調査（ＰＩＳＡ）の順位が下がり、

デジタル化見直しの動きが出ています。ＡＩ教科書をいち早く導入した韓国でも揺り

戻しが起き、ＡＩ教科書を「教育資料」に格下げしました。シンガポールは1人1台配

っていたデジタル端末を小学生には配らないことにしました 。

　国内では、各地の教育委員会にデジタル化に対する懸念が根強く 、学習効果につ

いても、子供が紙とデジタルを行き来すると端末の操作で認知負荷が強まり集中力が

途切れるとの疑問や、紙と鉛筆を使った「指さし確認」「共書き」を徹底すると授業

に集中するという報告があるのとは裏腹に 、紙とデジタルのハイブリッド教科書が

最良の効果をもたらすとの根拠は示されていないのが実情です。

　教育は一度間違った変革をしてしまうと、回復ができません。その被害を背負い続

けるのは子供たちです。

　文科省はこれから、デジタル教科書を取り入れる学年や教科についてガイドライン

を策定すると言っています。ガイドライン策定を前に、国民的な議論を起こすため、

この冊子を作りました。
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1 ｢デジタル教科書｣の位置付けに関する検討会議・最終まとめ 2016年12月7-8頁「紙の教科書により、 

  基礎的・基本的な教育内容の履修を確実に担保した上で、部分的に、デジタル教科書を使用すること

  が適当である。」

2 中央教育審議会・幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び 

  必要な方策等について 2016年12月21日68頁「デジタル教科書を部分的・補助的に使用することが適

  当であるとされている。」

3 読売新聞 2020年12月23日朝刊13頁

4 デジタル教科書の今後の在り方等に関する検討会議中間まとめ骨子案2021年1月27日8頁

5 読売新聞 2022年4月17日朝刊3頁、読売新聞 2025年8月3日朝刊29頁

6 読売新聞 2024年9月23日朝刊3頁

7 読売新聞 2025年8月1日朝刊1頁、読売新聞 同年12月4日朝刊1頁、読売新聞 同年12月6日朝刊36頁

8 読売新聞 2025年11月18日朝刊1、3頁

9 読売新聞 2025年8月1日朝刊1頁、読売新聞 同年8月2日朝刊1頁、読売新聞 同年8月3日朝刊1頁



川島　隆太
東北大学教授／脳機能イメージング・脳機能開発研究・認知症予防

　デジタル教科書の拙速な導入計画と、新型コロナ禍をきっかけに強引に推し進めら

れてしまったＧＩＧＡスクール構想の双方に、非常に強い懸念を覚えている。何を目的

として、そして何を根拠に、教育のＩＣＴ化を急ぐのであろうか？ この壮大な社会実

験、言葉にオブラートを被せずに表現すれば「人体実験」を前にして、一人の科学者

として、また、現在そして近い未来に初等教育を受けなくてはいけない孫たちを持つ

一人の祖父として、何故、強い危機感を覚えているのかを、少しだけ「科学的」に説

明したいと思う。

　科学的思考と倫理の教育を受けた研究者であれば、ヒトを対象として、何か新しい

研究を行う時には、研究の目的と安全性に関して、客観的事実をもとに論理的に説明

することが最低限のお作法であることは常識である。目的では、何故その研究を今行

う必要があるのか、どのような研究の成果が予想されるのか、その成果がどのように

社会で活用できるのかを明らかにする必要がある。安全性に関しては、実験の対象者

に、研究の目的や予想される結果について説明をしたうえで、研究に参加することで

自身にどのような影響があると予想されるのかを説明、参加同意を得る必要がある。

詳細は「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」として、文科省や

厚労省ホームページで参照できる。

　何故、今、早急に教育の変革（ＩＣＴ化）を行わなくてはいけないのであろうか？ 

文科省ホームページより読み取れるのは、社会的背景（憂慮すべき問題点）は、社会

が急速にＩＣＴ化していること、我が国の教育現場のＩＣＴ化が他国よりも遅れている

こと。教育ＩＣＴ化の目的は、全ての子供たちの可能性を引き出す「個別最適な学び」

と「協働的な学び」を実現すること。その方法は、デジタル教科書活用を含めて、1

人1台端末や高速大容量の通信ネットワーク等の学校ＩＣＴ環境を整備・活用すること、

である。その結果、何が期待できるのか、に関しては、私のリサーチ力と読解力不足

のためか、文科省発の情報からは読み取ることができなかったが、一昨年、ホームペ

ージ上には、ＧＩＧＡスクール構想に関して、「学力として測ることが難しい学びの

力に貢献」との記載があった。教育ＩＣＴ化の安全性に関しては、何も触れられてお

らず、倫理的配慮がなされているとは思えない。

　社会的背景に関しては、社会のＩＣＴ化は誰もが認めるところである。我が国の教

育のＩＣＴ化は、ＯＥＣＤの報告では、他国と比べると中位から下位にある。ただ、社
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会のＩＣＴ化が急速に進んでいるから、他国よりも遅れているから、教育のＩＣＴ化も

進めるべきである、との単純な論には、何の科学的根拠も正当性もない。もし、それ

だけを根拠に教育の変革を考えるのであれば稚拙すぎて悲しくなる。公益財団法人 

文字・活字文化推進機構の「デジタル教科書推進ワーキンググループ中間まとめに対

する意見書」でも書かれているが、教育ＩＣＴ化先進国では、デジタル教科書から紙

の教科書に戻す動きがすでに始まっている。他との比較という点では、一周進んで別

の次元に到達している国もあることを認め、何故、そうした動きが生じたのかをきち

んと精査する必要がある。

　目的に関しては、個別最適、協働的な「学び」を実現するとあるが、教育に関して

は、そうした「学び」は手段でしかない。それらの「学び」の結果、従来の黒板、紙

と鉛筆を使った教育ではなしえなかった、どのような有効な効果があるのか、子ども

達がどう成長し、社会がどう変わると予想されるのかを明示し、行政も教育現場も

ＰＴＡも含め全国民で共有しなくてはいけない。ここでの大きな「障害」は、人格形

成を含めた子ども達のこころの成長を簡便に定量化できる「ものさし」を私たちは持

っていないことである。しかたなく、数値化されている「学力」で学びの効果を測る

しかない。よって残念ながら「学力として測ることが難しい学びの力」が何をもたら

すのかは評価不能であろう。

　デジタル教科書活用を含めた教育のＩＣＴ化が、学力にどのような影響を及ぼすのか

に関しては、すでに一定のエビデンスがあり、学力を低下させる力があるとの結論が

でている。例えば、ＯＥＣＤがＰＩＳＡの成績の変化の解析から、2015年の段階ですでに

教育の過剰なＩＣＴ化に関して警鐘を発している。学校で生徒当たりのパソコン保有数

の多い国ほど数学の成績が低くなったこと、授業中のインターネット利用頻度の多い

国ほど読解力の成績が低くなったことが根拠である。このデータからは、他国より遅

れている教育のＩＣＴ化を推進することは、子ども達の学力を下げるために行うことが

目的であるとの仮説に到達してしまう。

　私たちが、2022年に、全国の小中学校教員に対する緊急調査を行った結果でも、

ＯＥＣＤの結論には再現性があった。国語、算数、理科全ての教科において、電子教

科書等ＩＣＴ機器を個別学習（調べ学習、習熟度別学習、プログラミング等）で積極

的に活用している学校ほど、統計的に有意に全国学力調査の得点が低かった。面白い

ことに、主にグループ学習（意見やアイデアまとめ、協力や分担、全体でのプレゼン

テーション）で活用する分には、学校間の学力には統計的に有意な差異は生じなかっ

た。

　デジタル教科書等を「個別最適な学び」に用いると学力は低下し、「協働的な学び」

の手段として用いる場合には悪いことは特に生じない、が現状での結論である。何故、

こうした結論になってしまうのかに関しては、今後、しっかりとした観察と研究が

必要であろう。
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　観察の一例として指摘したいのは、子ども達が、授業中にＧＩＧＡ端末を使って、

ゲームをしたり、チャットをしたりしているという「事実」から、現場の教員も教育

委員会も文科省も政治家も目を背けてはいけないことである。子ども達が遊びを見つ

け出す能力と、そうした情報を広く拡散する力は、大人の想像を遥かに超えている。

　研究に関しては、デジタル教科書に関連して、考慮しなくてはいけないエビデンス

がすでにたくさんあり、その多くは、上述の「観察」の結論を示唆している。

　「書く」ことに関しては、前出の「デジタル教科書推進ワーキンググループ中間ま

とめに対する意見書」に、東京大学大学院の酒井邦嘉教授（言語脳科学）の一連の研

究や活動がまとめられている。結論は、紙とペンで手書きをしないと、学習内容が記

憶に定着しないこと。デジタル教科書を導入すれば、学力が低下するのは必然的であ

る。

　「読む」ことに関しては、紙とデジタルの違いに関して、たくさんの研究が2010年

代より世界中で行われている。結論は明白で、紙で読んだ場合には、語彙の習得、文

章の内容理解と応用の能力が向上するが、デジタルでは、能力には特に何も変化がな

いか、場合によっては悪影響があることがある、である。教科書は紙で読まないと、

学習効果や子ども達の成長は期待できない。逆にデジタルを用いると負の影響がでる

ことがあるとの研究成果は、非常に恐ろしい。

　「調べる」ことに関しては、私たちが行った緊急脳計測実験では、大学生がデジタ

ル端末で調べ物をしたときには、短時間で効率よく調べられるが、大脳前頭前野はほ

とんど活動せず、事後にテストを行うと、調べた内容を思い出すことができなかった。

一方で、紙の辞書等で調べると、非効率ではあったが、前頭前野は強く活動し、事後

のテストでも記憶の再生率が高かった。デジタル教科書を使うと、すぐに「わかった」

となるが、内容が記憶に残らないことが予測される。それは果たして子ども達が行う

べき学習なのであろうか。

　最後に「負の影響」に関しては、デジタル教科書に特異的ではないものの、どうし

ても知っておいて欲しい事実がある。私たちが基礎研究によって明らかにしたのは、

インターネット接続機器の過剰活用によって、子ども達の脳の発達が阻害されるとい

う事実である。マイクロソフト社が調査研究によって発見したのは、社会のＩＣＴ化

が進むにつれて、私たちの集中力が極端に短くなってしまっているとの事実である。

脳が健全に発達しなくては、子ども達が社会で自らの意志で自由に羽ばたくことはで

きない。集中力が短くなると、深い思考をする余裕がなくなり、自らに都合の良い情

報に飛びつき、短絡的な行動を行うようになる。

　教育デジタル化の取り組みをすべて否定しているわけではない。ただ現状では、

肯定するエビデンスに乏しく、教育施策として全国で行うのは、拙速であり、子ども

達の人生に、そして我が国の未来に、取り返しのつかない負の影響を及ぼす危険が

あるという懸念がある。こうした懸念を払しょくするためには、生命科学・医学系



研究で当たり前に行っているように、まずは、極めて小規模の集団で科学的エビデン

スレベルの高い方法でトライアルを行い、子ども達の人格形成や心の健全な発達に確

かなプラスの効果があり、危険性がないことを科学的に証明すべきである。そして、

複数の追試によって、再現性が確認できた場合にのみ、全国の教育現場に提案しなく

てはいけない。予想される結果にならなかった場合は、真摯にそれを認め、どこに過

ちがあったのかを解析し、それでも己の信ずるところがあるのであれば、システムを

改修し、再度、小規模トライアルからやり直すべきである。それら無しには、無謀な

「人体実験」を国が主導して行っているという批判は消えない。

　繰り返すが、残念ながら、これまでの科学的エビデンスは、教育のＩＣＴ化には、

負の影響しか認められない。将来社会問題になって、責任者がつるし上げられること

があったとしても、当事者である子ども達が救われることはない。私たちの未来の希

望そのものである子ども達を守ることができるよう、一度、立ち止まって冷静な判断

を行うことを、政治家を含めて教育行政に関わる全ての皆さんに、心よりお願いした

い。６人の孫を持つ爺さんを安心させてほしい。
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今枝　由郎

教科書のデジタル化について
思うこと

元フランス国立科学研究センター(CNRS)研究ディレクター／チベット歴史文献学

　現時点では、他のすべての分野と同じく、従来から用いられてきた紙媒体の教科書が

主流であり、新しい媒体であるデジタル教科書はその「代替教材」として利用が認めら

れている。しかし文部科学省は、デジタル化という時代の不可逆的優勢から2026年度

までに学校教育法を改正し、デジタル教科書を正式な教科書として見直す方針を固めた。

法整備などが順調に進めば、2030年度の次期学習指導要領の実施に合わせて、教科書の

形態は①紙、②紙とデジタルを組み合わせた「ハイブリッド」、③完全デジタルの三つ

が想定されることになり、その中から教育委員会などが選ぶ、ということになる。

　教育現場からは、デジタル教科書への全面移行に対する懸念が非常に高く、②紙と

デジタルを組み合わせた「ハイブリッド」の採用が圧倒的になると思われる。タブレッ

トの利用による視力の低下など健康面での影響などが報告されていることからして、

こうした態度は十分に理解できる。また、教育効果という面でも、紙媒体と比較して、

デジタル媒体では記憶が定着しにくい面も事実である。これは教科書に限らず、パソ

コン、スマホなどの分野でも同様であり、デジタルという媒体に付随する新しい問題で

あり、教育関係者だけではなく医療従事者なども含めて社会全体で対処法を考案してい

かねばならない。デジタル媒体の否定的影響ばかりに焦点が当てられがちであるが、

必ずしも悪影響ばかりではなく、プラス面もあることを忘れてはならない。

　問題は紙かデジタルかという媒体の二択ではない。媒体は複合的にならざるを得ず、

デジタル化は不可逆的優勢である。問題はそうした媒体が提供するコンテンツ、情報を、

小中高生にいかに吸収、消化させ、思考力、判断力、想像力を育んでいくかである。

それは教科書自体の形態の問題ではなく、学習指導要領の領域である。例えば、タブレ

ットから読むという受動的行為だけではなく、実際に自分の手で何らかの媒体に書くと

いう能動的行為を多くするとか、ＳＮＳの投稿のような短文だけを記すのではなく、論

理的組立、展開のある長文の作文をする、といったことに、紙媒体時代よりもより多く

の時間を割くといった指導こそが必要である。教科書の形態問題ではなく、学習指導要

領の内容こそが重要であり、もっと議論されるべきである。

　教育において重要なのは、紙媒体にせよ、デジタル媒体にせよ、それらによって知識

を増やすことではなく、読書、作文、討論などといった児童生徒による主体的、自主的

な活動を促すことである。そうしてこそはじめて、教育の本来の目的である豊かな人間

性を育成することができるであろう。

�



学校教育の目的と教科書の役割

　デジタル教科書の普及が進む今こそ、学校教育が何を大切にすべきかを見失っては

ならない。教室で教科書を読む行為は、単なる情報取得ではなく、教師の話に耳を傾

け、仲間と同じページを開き、同じ内容に集中するという共同的な学習の基盤を成し

ている。紙の教科書は、ページを開けば必要な情報だけが静かに存在し、学習者の注

意を一点に収束させる力を持つ。一方、デジタル教科書は教育用に設計されていても、

画面という媒体が本質的に多様な誘惑を内包し、注意力を分散させる危険性を孕む。

それでも高校生であれば、自らの学習を主体的に管理し、学習内容に応じて紙とデジ

タルを使い分け、その利点を適切に享受できるかもしれない。しかし、義務教育段階

の児童生徒に一律にデジタル教科書を導入することについては、視力や記憶力・集中

力・読解力への影響を慎重に見極める必要がある。

　近年、「個別最適化」が叫ばれ、一人ひとりが端末に向かう学習が理想であるか

のような風潮もある。確かに一部の予備校ではオンデマンド授業が機能しているが、

学校は予備校ではない。教室内の学びを過度に個別化しようとすれば、集団で学ぶ意

義が希薄になり、学びの共同性が損なわれかねない。仮に情報端末を用いて個別の課

題に取り組むとしても、自分のペースで動画を見たり、アプリで問題に取り組むのは

家庭の方が適しているだろう。学校でしかできない対話的で深い学びとは何か、その

原点に立ち返るべきである。

　一方で、障害の特性によってはデジタル教科書が有効な場合がある。文字の拡大、

色の変更、音声読み上げなど、デジタルならではの利点は、特定のニーズをもつ子ど

もたちにとって大きな支援となる。しかし、それはあくまで合理的配慮として位置付

けられるものであり、すべての子どもに一律にデジタル教科書を押しつける根拠には

ならない。必要な子どもには必要な手段を、そうでない子どもには別の選択肢を保障

することこそが、本来の「個別最適化」といえる。たとえ紙とデジタルを組み合わせ

た「ハイブリッド」を選択するとしても、両者の特性を理解し、適切な段階で適切な

役割を与えることが、多様な学びを支える基盤となる。

�

筑波大学附属視覚特別支援学校教諭
宇野　和博



「人間志向」の教科書とは

　メディアは技術発展により急速に進化してきた。マスメディアの主役は、活字から

放送へと移り、あらゆるメディア機能を備えるインターネットの時代になり、スマー

トフォンの普及がこの傾向に拍車をかけてきた。とはいえ、オールドメディアと揶揄

されながらも、新聞、放送は生き残っており、本、雑誌、映画もいまだ多くの人びと

の心をつかんでいる。メディアの多様化、そして重層化は今なお進行中である。

　学校教育の場でも、メディアのこうした配置を見ることができる。現在、教室では

紙の教科書が使用され、同時にインターネットも活用され、テレビが利用されること

もある。それぞれのメディアの特長を生かしながら、生徒は情報や知識を入手し、そ

れをもとに考え、議論する。これが教育の場での実に自然なメディアの利用の仕方だ

と思う。

　私は大学で約40年、教鞭をとってきた。現在も教壇に立っている。ほとんどの授業

の冒頭で、新聞記事の音読、解説を行ってきた。学生に音読してもらう場合もある。

一種のＮＩＥ（教育に新聞を）であり、典型的なアナログ授業である。でも学生はこう

した生きた、触れ合う授業を楽しんでくれているようだ。私も学生時代、作文を書き、

音読し、相互批評する授業を経験した。温もりのある授業だった。

　これはたんなるノスタルジアなのだろうか。決してそうではない。近い将来、ＡＩ

（人工知能）を超えるＡＧＩ（人工汎用知能）の普及が予測されている。人間と同様

に、あるいはそれ以上に多種多様な情報や知識を活用し、直面する課題に対応し、解

決できる次世代のＡＩ、それがＡＧＩだと言われている。子供たちは、こうした「便利

さ」の中で教育を受けるようになり、「正解」を見つけやすくなってきた。

　でも、こうした潮流の中でも絶対に忘れてならないもの、それは人間志向の教育で

ある。紙の教科書は人間志向の教育を行うための重要な手段である。紙の教科書を使

い続けること、それはデジタル教科書に象徴される技術志向とは異なるベクトルを示

している。人間志向の温もりのある学校教育という、デジタル化とは異なるもう一つ

の教育の進むべき道がそこにある。今、この時点で、私たちは人間志向の教育が学校

教育の最も重要な柱であることを改めて認識すべきと思うのだが。

慶應義塾大学名誉教授／ジャーナリズム論
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大石　裕
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読書が育む子どもたちの思考力

　2025年9月に中央教育審議会の作業部会は、デジタルを正式な教科書とする審議ま

とめを了承しました。審議まとめでは、デジタルを正式な教科書とし、2030年度から

新たなデジタル教科書を使用することが望ましいとありました。当時、ニュース速報

などでも報じられ、大きな話題になったと記憶しています。それは同時に、改めて紙

とデジタルの関係性について考えさせられるニュースでもありました。

　先日、脳科学者の川島隆太先生（東北大学教授）の話を聞く機会がございました。

そのお話は、「スマホの使用中には、脳はほとんど働かない」ため、「語彙の習得に

は悪影響がある」といった大変興味深い話でした。また、最近感情のコントロールが

効かなく、感情的にキレやすい子どもが増えているとの報告もあり、参加されていた

周りの方々の多くも合点がいったように思います。このような状況のなか、私自身、

語彙不足によってうまく自己表現ができない子どもたちが増えているのではないかと

危惧しています。

　その会合において文部科学省からは、子どもたちの能力を伸ばすという観点からデ

ジタルの可能性に着目してきたとの報告がありました。しかしその前提にはまず、デ

ジタルを視聴した子どもたちが、そのことを自分の中で咀嚼し、理解に繋げられる思

考力が求められます。そのような思考力は、自然と身につくものではなくある程度の

訓練が必要です。読書には、知識を身につけたり、物語の世界を楽しんだりという魅

力があります。そのような読書体験は作品を通して作者と対話をするということにも

繋がり、自然と物事を深くとらえ考えられる思考力につながるものと思います。

　私は読書を通して、より豊かな思考力が身につけられるよう願っています。そして

デジタルとの併用という環境下では、今まで以上に学校図書館の整備、充実を図るこ

とで紙の本に触れる機会、子どもたちと本との出会いが増えることが求められると考

えております。

日本児童図書出版協会会長／あかね書房代表取締役社長
岡本　光晴
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　「あの映画に出ていた俳優、誰だっけ？」私が呟くや否や、「◯◯◯◯」と中学生

の息子は答えます。片手にはスマホ。その速さに「凄いな」と舌を巻きつつ、私には

何となく釈然としない思いが残ります。

　スマホのない時代、私たちは必死に記憶を辿り、時には「確かあの雑誌に……」な

どと古い雑誌のページをめくり、関係のない記事に目を奪われたりしながら、やっと

答えを見つけました。その時の霧が晴れたような爽快感。「もう忘れないぞ」と思い、

でもまた忘れ、また調べ、やがてその答えは頭に刻み込まれていきました。

　今の子どもたちは違います。考えるよりも先に、条件反射のようにスマホで検索し、

答えを見つけます。でもすぐに忘れてしまう。それは当然です。覚える必要がありま

せん。また検索すれば良いのですから。しかし本当にそれで良いのでしょうか。

　答えまでの道のりは、最短距離を一直線に走れば良い、というわけではありません。

廻り道をしたり、脇道に逸れた時に得る知識があり、育まれる好奇心がある。そんな

経験によって、人は知識を自らのものとし、思考力を高めていくのです。

　昨年9月に公表された「デジタル教科書推進ワーキンググループ審議まとめ」を読

むと、「紙の良さに加えて」と記しながら、デジタル教科書の優位性ばかりが羅列さ

れていることに驚きます。ネガティブな面など全く存在しないかのようです。しかし、

多くの科学者による逆の意見や実験結果があります。教育現場からの懸念の声があり

ます。デジタルから紙の教科書に戻した国があります。なのになぜ、こんなにデジタ

ルへの移行を急ぐのでしょう。他国の状況を見極め、専門家や教育現場の声に耳を傾

けてからではいけないのでしょうか。「それではデジタル化が遅れる」という声があ

るかもしれません。しかし目指すべきはデジタル化ではなく、子どもたちが真の知識

を蓄え、思考力を高めることです。

　無論、特別支援教育や科目によってはデジタル教材が有効な場合もあるでしょう。

要はまずデジタルありき、ではなく、真に子どもたちのためになる教科書について、

近視眼的にならずに多様な観点から考えることなのではないでしょうか。

小野寺　優
日本書籍出版協会理事長／河出書房新社代表取締役社長

本当に大切なことは。
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片山　善博

教育現場で体感した
デジタル化への危惧

大正大学地域構想研究所所長／元総務大臣

　6人の子どもが学校に通っていた頃、参観日にはできるだけ出席していた。その子

どもたちも社会人になり参観日には縁遠くなっていたが、先だって孫が通う小学校の

祖父母参観で久しぶりに学校現場を訪れた。

　自分の子どもが通っていた頃の学校と、孫が通う今の学校とでは、同じ学校でも

時代の変化を反映してそれなりの違いがある。違いの一つは、一コマの授業ではタブ

レットが使用されていたことである。そんな授業を見るのは初めてだったので、この

機会にじっくり観察した。

　強く印象に残ったのは、教室内がざわついて授業がうまく進行しなかったことで

ある。直前の授業では、片手に教科書を持って話す教師に児童の関心は集中していた

のに、この授業ではタブレット操作に時間をとられたり、隣の子と互いの画面を見せ

合ったりして、徒に時間が経過するうちにチャイムが鳴って授業は終了した。いった

いこの授業は何だったのか。

　もう一つ、以前に勤めていた大学で、パワーポイントを使用する講義と簡単なレジ

ュメを配布する講義のいずれが学生の理解を深くするか、効果測定をしたことがある。

結果は断然レジュメ配布の方が優れていた。

　このことは自分が聴講する側になった時のことを思い起こすとよくわかる。次々と

変わるパワーポイント画面上の文字や表、グラフなどを追いかけるのに精一杯で、

講師の説明はつい聞き流してしまう。終わってみると、話の内容はあまり頭に残って

いないことが多く、見知らぬ講師だと顔もよく覚えていないことに気づかされる。

　一方の簡単なレジュメ配布の場合には、自分の目と耳を講師に集中させて話を聞き、

大事だと思うことや心に留まったフレーズなどは資料の余白にメモしておく。後で

資料とメモを見返すと、話の内容もよく頭に入っていることが多いし、話している時

の講師の顔の表情や口ぶりまで思い出せる。そんなこともあって、私は人前で話す際

には、原則としてパワーポイントを使用しない。

　以上の二つはあくまで個人的な体験にすぎないが、教育現場が安易にデジタル化さ

れることに多くの人が抱いている危惧の念とも通底しているように思われるので、

敢えて取り上げた次第である。
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　さまざまな問題点を抱えた「デジタル教科書」やＡＩが導入されることで、子ども

たちの言葉の力と考える力が衰え、すべての教科で学力低下が懸念される。

　製本された紙の教科書に比べ、デジタル教科書は画面上の位置が不定で実体がない

ため、空間的な手がかりに欠け、記憶に残りにくい。さらにデジタル教科書のリンク

はネット検索とともに情報過多となり、自分で考える前に調べるようになる。しかも

端末で完結しがちなので、紙のノートを使わなくなり、「書き写して覚える」こと、

メモを取る能力、書字の能力にまで影響が及ぶことが予想される。

　書字のレベルでは、「かな漢字変換」に頼ることで簡単な漢字すら書けなくなり、

語彙選択のレベルでは、「予測変換」に頼って同じ表現や定型文を繰り返すことにな

る。さらに要点把握のレベルでは、キーボードの高速入力が災いして、要点を絞るこ

となく受動的に全てをタイプするようになってしまう。デジタル機器では雑に書いた

後の編集機能に頼る分、文脈を正しく想定できないと構成がおろそかになる。

　それに対して「手書き」では、書き損じを減らすため、書き始める前に入念に構成

や表現を練っておくことで、言語力を高める効果が期待できる。この脳内での「準備

作業」が、適切な言葉を選んで文章を構築する能力を高めるのである。

　脳は「効率がよい」とか「便利だ」「得だ」「楽だ」といった価値基準で動作して

いない。事実、何度も繰り返されたことは自然と覚えられ、「いつ、どこで、何をし

たのか」という経験やエピソードが加わることで、記憶が定着しやすくなる。一見便

利なツールを使うことで、「脳機能を働かせない」という逆効果を生むことを等閑視

してはならない。

　日本最古の「紙の教科書」は平安時代末期の『明衡往来』であり、「往来物」とし

て明治前期まで使われた。この千年もの実績に対し、たかだか二十年ほどしか利用さ

れていないデジタル教科書に置き換えることは、教育の根幹を壊す恐れがある。教育

効果が保証されているのは、「紙の教科書」一択しかない。

子どもたちの言語力・思考力を伸ばすのは
「紙の教科書」一択である

酒井　邦嘉
東京大学大学院教授／言語脳科学・脳計測科学

めい　ごう　おう　らい おう　らい　もの
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　コロナ以前、日本の学校のコンピュータ活用は世界最低レベルであった。しかし、

コロナ後ＧＩＧＡスクール構想が開始され、世界トップに躍り出ている。それと並行

してデジタル教科書導入が本格化し、生成ＡＩの教育活用が準備されている。なぜ、

わずか5年で過激とも言える変化が学校を襲ったのだろうか。その背後に資本とテク

ノロジーの暴走がある。

　ＩＴ関連企業はこの10年間で飛躍的に拡大し、今やグローバル自動車市場の3倍に

達している。ＥｄＴｅｃｈ 企業の市場規模も現在グローバル自動車市場の10分の1に達し

ており、生成ＡＩ教育市場の年次成長率は39％なので、今後さらに急成長する見込み

である。約10年前、ＥｄＴｅｃｈ 教育市場の投資の7割はアメリカ企業であったが、現在

は7割以上が中国企業であり、インドが続く。教育は「ビッグビジネス」になり、中国

のＩＴ企業とアメリカのＩＴ企業が世界の教育市場を席巻し、その勢いはもはや誰も

止めることができない。

　したがってＩＣＴ教育、デジタル教科書、生成ＡＩを「使うべきか、使わないべきか」

という議論はもはや無効である。否が応でもデジタル教育は、学校現場を「植民地化」

してしまうからである。

　もう一方で、信頼できる科学的調査研究は、コンピュータは使用すればするほど学

力が低下し、一人一台端末で使用した時に最もダメージが大きいことを示してきた

（ＰＩＳＡ委員会2015年、マッキンゼー調査2020年）。読書行為に関しても、電子図書

より紙媒体の本の方が思考を活性化し、創造性と想像力の発達に有効であることを示

している。文字活字以上に思考力と想像力を育てるメディアはない。調査結果におけ

る紙媒体の教育における優位性は、コンピュータに原因があるわけではない、コンピ

ュータは道具だから使い方次第である。学びにおいては機械の奴隷になってはいけな

いのだ。

　デジタル教科書と生成ＡＩは、学習者と教師の思考力と創造性と想像力を劣化させ

続けるだろう。ＥｄＴｅｃｈ 教育市場の爆発的な膨張を誰も止められない以上、教育関係

者にできることは対応の仕方を熟慮することだ。経済の論理ではなく教育の論理をど

う守ることができるのか、ぎりぎりの抵抗を教室で継続するしかない。

佐藤　学
東京大学名誉教授／教育学

なぜ、デジタル教科書と
生成ＡＩは教育に浸透するのか



��

　特別支援教育の場面においては、個々の認知特性に合わせた指導に適したデジタル

教科書の活用は、明らかに有効であり異論はない。しかし、全ての児童生徒にその便

利な機能を安易に利用させることは、却って思考の機会を奪う場合があるのではない

だろうか。

　そもそも学習は少し難しいことに挑戦させ、できるようにすることを狙う。既習の

知識・技能などを駆使し熟考して得られた学びが子供を成長させる。教科書は便利で

単に分かりやすければ良いとは限らないのだ。確かに教科や学習活動によっては、児

童生徒に広く効果のあるものもあるが、それらは教材レベルの活用で足りる。多くの

場合は従来の紙の教科書の方がむしろ思考力を伸ばすと考える。デジタル教科書の便

利さは、学習の過程を通して、考える機会を奪いかねない点で、生成ＡＩとよく似て

いるのかもしれない。

　確認しておきたいのは、一人1台端末をデジタル教科書の使用のみで考えてはいけ

ないということだ。オンラインによる教材などの利用が増加するだけでなく、オンラ

イン動画の視聴やゲームの時間が極めて長い現状がある。13歳のインターネット利用

状況は1日平均305分（2025こども家庭庁）、5時間超えだ。子供の健康への影響は避

けられない状況といえる。

　学力に直結する思考力についても危惧される。全国学力・学習状況調査（2025）結果

から「授業以外の学習でのＩＣＴ活用時間」と「平均正答率」をクロス集計すると、

「30分未満」と「3時間以上」の使用では、後者が小学校国語で13.8Ｐ（ポイント）、

算数で14.9Ｐ低い。中学校も同様の傾向だ。つまり、ＩＣＴは学習として利用したと

しても、長く使用すればするほど平均正答率が低くなっているのだ。この傾向は、質

問調査に同様の設問が加わった2021年から変わっていない。

　因みに、新聞閲読頻度と平均正答率では、「新聞を毎日・ほぼ毎日読む」子供は

「ほとんど・全く読まない」子供より、小学校国語で9.6Ｐ、算数で15.3Ｐ高い。中学

校も同様の傾向だ。本と同様に紙で活字を読むことの大切さを改めて実感する。

　折角、ＩＣＴ先進国がデジタル教科書の教育的な影響を示してくれている。本当に

資質・能力の育成を目指すのなら、じっくり検証してからでも遅くはないだろう。

考える機会を奪ってはいけない

関口　修司
日本新聞協会NIEコーディネーター
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俵　万智
歌人

　そもそも論ですが、人類が道具を必要とするのは「こんなことができたらいいな」

「こんなことができなくて不便だな」が出発点だと思います。私自身は、紙の教科書

で学び、紙の教科書で教え、そういった気持ちになったことは一度もありませんでした。

必要にして十分な環境にいるのに、デジタルの教科書から「こんなことできますよ」

「あんなことしてみませんか」と言われているわけですが、「わあ便利！　こういう

の欲しかった」とはならないなあというのが実感です。むしろ、弊害のほうが怖い。

　息子が石垣島の離島の小学校に通っていたころ、授業参観で電子黒板なるものを見

ましたが、同様の感想でした。全校児童十数名の学校にも、このような立派な機器が

あることについては「日本の公教育すごい！」とは感じました。その後進学した県立

の中高一貫校では、一人一台、教室でパソコンを触らせてもらっていましたが、授業

中ゲームに興じている生徒がいて問題になりました。ゲーム等へはアクセスできない

ようになっているはずなのですが、どうやって突破したのか、大人のほうがわからな

いようでした。全寮制でスマホが禁じられていたことは、保護者としては大変助かり

ました。今の時代、電子機器といかに距離をとらせるかに、頭を悩ませている保護者

は多いと思います。「え、それなのに学校で積極的にデジタル端末に触らせてしまう

の？」というのが正直なところです。

　私自身は、機械に弱いので的外れな言い方になっているかもしれません。電子辞書

を初めて使ったとき、鳥の鳴き声（今なら動画？）が出てきて「おお」と嬉しくなっ

た経験はあります。けれど、文字の説明と、実際の鳥に会う経験との中間に「これっ

て、いる？」とも思いました。デジタル情報は、中途半端に会った気にさせます。

　端末を手にすることで気が散る、子どもには情報量が多すぎる、検索して手軽に

結論を得る癖がつく、視力の低下……聞こえてくる弊害は多々あります。その解決策

が示されないまま導入することは、大げさに言えば人体実験ではないでしょうか。子

どもの人生は一度きりです。もっと慎重になるべきだと思います。

　最後に、さらに「そもそも」なことを言いますと、教育にとって大事なのは、教科

書よりも教員です。優秀な人、素敵な人が教員になれば、紙とかデジタルとか関係あ

りません。デジタルに使うお金があるなら、先生がたの給料を上げたほうが、よっぽ

どいいのではないでしょうか。

機械が苦手な元教員の
「そもそも」論
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　インターネット、ＳＮＳ、生成ＡＩと、世のデジタル化は驚くべきスピードで進み、

その波は青少年にも及んでいます。子どもたちのスマホ所持は今や当たり前になり、

10～17歳は平日、平均で5時間超もネットを利用しているそうです。

　そんな中、デジタル教科書の学校現場への本格導入が始まりました。デジタル教科書

には動画や音声を駆使できる利便性があります。障害を抱える子どもにも有用でしょう。

　一方で、デジタル化による学力や心身への悪影響が指摘されています。文科省による

学力の経年変化分析調査（24年度）で、顕著な成績低下がみられました。ゲームやス

マホの接触時間が増えたこととの関係が疑われています。デジタル教科書をゲームな

どと同列には扱えませんが、子どもの将来に関わる話です。便利さばかりに目を奪われ

ず、長時間の画面視聴と思考力や読解力の低下の因果関係をしっかり吟味し、紙の

教科書の持つ価値や効用も再確認する必要があります。

　新聞は、教育との親和性が極めて高い媒体です。社会の森羅万象が盛り込まれ、一

覧性があり、手に取ることもできます。日本新聞協会は教育界と協力してＮＩＥ（教育

に新聞を）活動を展開してきました。

　東京大学理Ⅲに子ども4人全員を合格させた「佐藤ママ」こと佐藤亮子さんは、新聞

協会と教育情報サイト「リセマム」が開いたオンラインセミナーでこう語っています。

「新聞は“教科書代わり”として本当に便利なんです。たとえば、子供が何度も間違

える漢字や言葉があったら、新聞の中からその文字を探して大きく赤で囲んで冷蔵庫

に貼っておくんです。紙に書いたりノートにまとめたりすると“やらされてる感”が

出てしまいますが、新聞に直接書き込むとそれがなく、学びのハードルが下がるんで

すよね」

　10年に一度の学習指導要領改訂に向けた議論が進んでいます。新聞協会は新聞を活

用した探究的な学び、情報活用教育の推進などを求める意見書を文科省に提出しまし

た。

　教科書も新聞も、「紙かデジタルか」の二者択一ではありません。デジタル化が急

速に進む今日だからこそ、活字の学びの価値を見直し、子どもの健全な成長、豊かな

情報社会の創造にとってのベストミックスを探ることが求められていると思います。

新聞は教科書代わり
　活字の価値見直す時

中村　史郎
日本新聞協会会長／朝日新聞社代表取締役会長
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